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地
中
に
眠
る
古
代
の
ロ
マ
ン 

　
〜
平
城
貝
塚
第
6
次
発
掘
調
査
で
多
大
な
成
果
〜

　
四
国
最
大
級
の
貝
塚
遺
跡
と
し
て
そ
の
名
が
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
平
城
貝

塚
。
そ
の
歴
史
は
大
変
古
く
、
貝
塚
の
発
見
は
今
か
ら
約
1
2
0
年
前
の
明
治
24

年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
平
城
貝
塚
は
、
遺
跡
の
範
囲
や
遺
物
の
包
含
量
か
ら
名
実
と
も
に
四
国
を
代
表

す
る
縄
文
遺
跡
と
い
え
、
昭
和
29
年
の
第
1
次
調
査
か
ら
こ
れ
ま
で
計
5
回
の
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
第
6
次
調
査
は
愛
媛
大
学
考
古
学
研
究
室
の
協

力
に
よ
り
、
平
成
25
年
3
月
14
日
（
木
）
か
ら
26
日
（
火
）
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
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平
成
23
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た

「
平
城
貝
塚
発
見
1
2
0
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、

貝
層
の
分
布
範
囲
、
貝
塚
外
周
に

広
が
る
と
予
想
さ
れ
る
居
住
域
、

生
産
活
動
域
や
墓
域
等
の
確
認

が
、
今
後
の
平
城
貝
塚
の
価
値
を

高
め
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
愛
媛
大
学
考
古
学
研

究
室
で
は
、
貝
塚
周
辺
に
お
け
る

空
間
利
用
の
把
握
を
第
一
目
標
に

掲
げ
て
町
教
育
委
員
会
と
と
も
に

準
備
を
進
め
、
平
城
貝
塚
記
念
碑

付
近
を
ポ
イ
ン
ト
に
定
め
て
第
6

次
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。      

　
今
回
の
発
掘
調
査
は
、
発
見
後

初
の
記
念
す
べ
き
学
術
発
掘（
注
1
）

と
な
り
ま
し
た
。

（
注
1
）
特
定
の
目
的
の
た
め
専
門
家
集

団
が
行
う
発
掘
の
こ
と
。

第 6次発掘調査の状況。平城貝塚における貝層南端部の確定を目的として第 1調査区 ( 写真手前 ) を、貝層の外周における空間利
用の検証を目的として第 2調査区 ( 写真左奥 ) の調査を行いました。

遺構の内部を手作業で丁寧に掘削します。非常に繊細な技術を
必要とします。

土壌採取、水洗、乾燥、分類の一連の作業は、手間のかかると

ても細かな作業です。今回の調査でも、縄文土器片や大分県姫

島産黒
こくよ う せ き

曜石片等が出土しました。

掘削作業水洗選別作業

2 区

1 区

平
城
貝
塚
第
6
次
発
掘
調
査
実
施
の
経
緯
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配
は い せ き ど こ う ぼ

石土壙墓の調査状況 (2 区 )

貯
ち ょ ぞ う け つ

蔵穴の調査状況 (1 区 )

2 区の調査状況

柱
ち ゅ う け つ

穴の調査状況 (2 区 )
柱穴の角度から、上図の位置に平
地式住居が立地していたことが推
測されます。

貝塚南側の測量と発掘成果
( 提供 : 愛媛大学考古学研究室 )
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第
6
次
調
査
を
終
え
て

　 

今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
貯
蔵
穴
を
有
す
る
居

住
区
間
を
確
認
す
る
事
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
配

石
土
壙
墓
の
発
見
に
よ
り
、
墓
域
を
確
認
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
縄
文
時
代
の
御
荘
平

城
に
お
け
る
人
々
の
暮
ら
し
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て

き
ま
し
た
が
、
全
容
が
解
明
さ
れ
る
に
は
、
今
回
の

発
掘
成
果
の
分
析
に
加
え
、
更
な
る
調
査
研
究
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
多
く
の
方
々
に
「
平

城
貝
塚
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
今
後
「
平

城
貝
塚
」
を
保
護
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
上
で
非

常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
の

学
び
の
場
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

平城貝塚周辺で
暮らした人々
このイラストは縄文時代の
人々の暮らしをイメージ
したものです。

第
6
次
調
査
の
成
果
と
は

　
○
基
本
的
な
層
序（
地
層
の
順
序
）に
つ
い
て

　
地
表
面
か
ら
約
20
㎝
掘
り
下
げ
る
と
、
近
現
代
の
土
層
が
姿
を
現
し
ま
す
。

　
こ
の
発
掘
調
査
区
は
旧
御
荘
町
中
心
部
に
位
置
す
る
た
め
、
宅
地
化
等
の

影
響
か
ら
、
地
表
下
約
50
〜
60
㎝
前
後
ま
で
近
現
代
層
が
展
開
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
層
の
下
に
は
縄
文
時
代
後
期（
平
城
式
期
前
後
）
に
相
当
す
る
良
好

な
生
活
面
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

3月23日（土）には、愛媛大学考古学研究室の幸
こいずみ

泉満
み つ お

夫准教
授による現地説明会が行われ、今回の調査による成果が報
告されました。

　
○
貝
層
南
側
の
集
落
構
造

　
今
回
の
調
査
の
結
果
、
当
初
貝
層
の
南

端
付
近
と
想
定
し
て
い
た
第
1
、2
調
査
区

周
辺
は
近
現
代
層
の
影
響
に
よ
り
既
に
純

粋
な
貝
層
が
遺
存
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
土
層
内
に
貝
類
等
の
混
入
が
確
認
で

き
た
こ
と（
0
〜
2
%
）
で
、
概
ね
第
1
調

査
区
付
近
が
貝
層
分
布
の
南
端
ラ
イ
ン
で

あ
る
こ
と
が
把
握
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
貝
層
の
南
端
部
よ
り
外
に
居
住
空

間（
貯
蔵
穴
や
平
地
式
住
居
跡
の
一
部
等
）

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
そ
の
南

側
に
は
墓
域
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
縄

文
時
代
の
お
墓
で
あ
る
配
石
土
壙
墓（
は
い

せ
き
ど
こ
う
ぼ
）
は
約
80
㎝
×
約
1
、5
m
〜

2
m
程
度
と
予
想
さ
れ
、
内
部
か
ら
は
縄
文

土
器
片
や
大
分
県
姫
島
産
黒
曜
石
片
等
が

出
土
す
る
な
ど
、
良
好
な
遺
存
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

遺
構
は
約
3,
5
0
0
年
前
の
縄
文
時
代
後

期
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
貝
塚
形
成

期
の
様
子
を
解
明
す
る
上
で
、
大
変
貴
重

な
成
果
を
得
た
と
い
え
ま
す
。


